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人間ドックの“落とし穴”

常任理事田口鐵男＊

　毎年春4～6月は定期健康検診の季節であるb

何処の職場・学校においても型通りの検診が行わ

れている。最近では結核を中心とした検診から，

次第に成人病を中心としたものに変化しっっあ

ることは大変結構なことである。

　一方で成人病が大きな社会問題になってから，

人間ドックというのが流行になってきた。とく

に多忙な社会的立場にある人々には人気がある

ようである。人間ドックというのはいうまでも

なく，船がドックーに入って点検し悪いところが

あれば修理するという発想から来ている。した

がって，人間にあてはめてやるということは大

変意味のある，すばらしい制度である。人生何

十年という間，身体の重要臓器は，それこそ昼

夜をわかたず働きっづけて来ているのであるか

ら，ときどき補修点検し，手入をやらねばなら

ないことは当然である。

　私ども外科医にとっては，安全に手術を施行

し患者を救命するということが，もっとも大切

なことである。ことに癌などの慢性疾患におい

ては手術のため患者さんの命を失うということ

はあってはならないことである。

　そこで，術前に何日もかけ，いろいろと検査

をして手術の適応，術式とかタイミングといっ

たものをたてる。すなわち，患者さんが手術を

受けるにあたっての危険度というものを外科的

リスクといって慎重に判定し，それに対する対

策をたて，あらゆる準備をしてから手術にとり

かかるようにしている。

　この外科的リスクというものは年代別にみて

みると，矢張り高令化とともに次第に大きくな

っている。40才をすぎると何らかの故障を発見

する率が高くなり，50代，60代とすすむにつれ，

その率はさらに高くなり，65才頃からは60～70

％以上の人が身体的に老化，ないしは機能の低

下にとどまらず故障をもっていて，その程度が

重くなっているのがはっきりしている。このこ

とは術後の合併症，例えば胃の手術の後に肺炎

などをおこすといったケースが多くなることと

大いに関連している。

　このように，人生高這化とともに矢張り知ら

ず知らずの間に何らかの故障がおこっているの

であるから，年に一度位はドック入りしてチェ

ックして貰うことは，いろいろな意味で大切な，

そして有意義なことであるといえる。

　このようなことから定期的な健康診断を受け

ることは如何に大事かということが十分お解り

願えたと思う。

　しかし，人間ドックという制度が日本に定着

して20年ばかり経過してみると，問題もあるよ

うである。

　人間ドックの検査というものは，某月某日に

おける，その人の検査データなのである。その

ときには，少しも異常はなかったかも知れない

が，帰ってから胃ガンが発生し，急速に進展す

ることだってありうることである。

　これを防ぐためには定期的にドック入りする

のが一番なのであるが，多くの人は異常なしと

いわれると，もはや半永久的に無罪放免された

かのような錯覚を起こしてしまうようである。

このことはドックの大きなマイナス面であると

いわねばならない。

　もう一つ，人間ドックに入り検査を受けて，

異常ないと告げられると，身体のすべての臓器

が全く正常で本当に健康体であるかのごとく思

い込んでしまうことも危険である。何故ならば

人間ドックでかなり精密に検査しても，現代の

医学ではまだまだ未知のことも多々あるのであ

る。したがって，人間ドックの有用性と限界と

いうものを認めながら，活用するようにしなけ

ればならない。医師もその辺の実情を説明して

おかねばならない。

＊大阪大学教授（微生物病研究所附属病院外科）
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